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(b) 平 泳 ぎ : r手 足 の コンビネーション」 【53例 】
つまずきの状 鰻

























































































































(a)骨油ぎ:「灘 身」【111僻】 (b)職 ぎ:r手の動作」【31僻】
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泳 動 作項 目 関連 する . 状態 多か った 有 効 と考えられた つまずか せない指 導 法















.手の動作 (慮寛づくり) l呼噴感寛づくり(慮麓つくり) .バツと鳥を吐く
.だるま洋書からの呼吸を身につけさル ③歩さながら鳥繊官のタイミ ③歩きながら手の動作に会わせ せる (挿示、慮鷺つくり)
めない ンクをつかませる て、鳥鍵ぎのタイミングをつかま ⑧歩さながら手の動作に合わせて鳥








の感鷺をつくり教師や仲間 .水中で 教鯵仲rqが格助しな .水中で 教師仲闇が補助しなから
の柵助 がら動作確認 動作確認【足を持I,て正しい動作】




⑧手足の勧作のリズ ⑧陸上での感鷺づくり ⑧リズム感覚づくり【けl,て一、の ⑨陸上で、けつてl、のぴて、浮いて、











⑧浮e身がうまくで ⑧ピ-ト構ヘルパ-の活用 ⑧ピlト厳ヘル′1-の活用 ①浮きポlルを活用し脱力した背浮
きない (物的柵助) .触尊.伸rqの接t Uf.M きの慮鷺をつくる
.教師.鱒rqの接地 を支える】 .教師、仲罪の補助【項部、腰部を支
(人的補助) .脱力感覚づくり
.蜜を見て、へそを突き出すよ
うに
(人的.物的樽臥 鍾鷺づくり、
指示)
えて、正しい浮き身妻肴をつくる】
.嵐力感鷺づくり
.空をまっすぐ見あげて、おへそを突
き出すように
.ちJ:うちよう曾泳ぎによって背浮き
姿勢に慣れさせる
(人的.物的補助、感覚づくり、指示)
※ 「つまずき」の第一要因として20%以上の動作項目について示した0
を向く」,「呼気ができない」,「タイミングがつかめ
ない」の3つにまとめられた。 これらに対しては
「伸ばした手を枕に」,「イヾッと息を吐く」という言
語指示や歩きながら息継ぎのタイミングをっかませ
る呼吸感覚づくりが有効と考えられた。
さらに,「浮き身」のつまずきの状態は,「浮き身
が上手にできない」にまとめられた。 解決策は,脱
力感覚づくりのために,水に抵抗感のある児童には,
ゴーグルの活用も考えられた。
3.平泳ぎは,「足の動作」と「手足のコンビネーショ
ン」に関わる「つまずき」が生じやすい泳法である
ことが認められた。
また,「足の動作」のつまずきの状態は,「あおり
足になる」と「動かし方がイメージできない」にま
とめられた。 これらに対しては,腰にゴム等をっけ
壁に固定し,足指を壁につけないように瞳でけらせ
る練習が有効であると考えられた。
さらに,「手足のコンビネーション」のつまずき
の状態は,「手足の動作リズムがつかめない」にま
とめられた。 解決策は,陸上,水中での動作感覚づ
くりの際に「けって一,のびて,浮いて,かく」等
の言語指示で具体的に動作のタイミングを想起させ
る指導が有効と考えられた。
4.背泳ぎは,「浮き身」と「手の動作」に関わる
「っまずさ」が生じやすい泳法であることが認めら
れた。
また,「浮き身」のつまずきの状態は,「浮き身が
うまくできない」にまとめられた。 解決策は,浮き
具の活用や教師や仲間の補助,「空を見るように」
「おへそを突き上げるように」という言語指示やバ
ランス感覚や背浮き姿勢に慣れさせるために「ちょ
うちょう背泳ぎ」の指導8)9)も有効と考えられた。
さらに,「手の動作」のつまずきの状態は,「手の
動作がうまくできず進まない」にまとめられた。 解
決策は,ヘルパーや浮きポール等の浮き具を段階的
に活用し,浮き身の習得・習熟を図るとともに,手
の動作と呼吸のタイミングを協応させる指導が考え
SS(・」!
注
注1)パブリング(Bubbling):水中で口や鼻から
息を吐くこと。
注2)ポピング(Bobbing):顔を水上に出し入れ
しながら呼吸をすること。
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注3)キャッチアップクロール:クルクルと腕を交
互に回旋させるのではなく,面かぶりの状態で一方
の腕がかき終わるまで,片方の腕を前方に伸ばした
ままにしておき,両手がそろった後に,腕を入れ替
えてかくクロール。 すなわち,プルの開始・終末の
局面が毎回けのび(伏し浮き)の状態になる。
注4)頚反射:頚部を左右にひねると顔が向いた方
の上下肢ともに伸展し,後頭部側の体肢が屈曲する
反射7)。すなわち,息継ぎの際に,頚部をひねり側
面で息をしようとすると,前方に伸ばした上肢が屈
曲し,顔上げによる浮力の減少を抑えることのでき
ない現象が生じる。
注5)四肢間反射:上肢を積極的に屈曲すると股関節
が屈曲される反射。 平泳ぎのプル期に大腿が屈曲さ
れ,プルによって発揮された力が大腿の屈曲により
相殺され,推力が得られなくなる2)4)5)。
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